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１． はじめに
本稿は，ニュースの普及過程において，今日重要性を増してきているメディ
アの一つであるソーシャルメディア (social media) に注目し，その代表的なサ
ービスの一つであるツイッター (Twitter) を具体的な事例として取り上げ，ニ
ュースをめぐるコミュニケーションがそのメディア上でどのように行われてい
るのかを，探索的に調べてみることを目的としている。利用者同士がフォロー
とフォロワーの関係になり，その関係のネットワークを経路として，１４０文字
までのお互いの書き込み（ツイート：tweet）を閲覧するというシンプルなア
ーキテクチャのこのコミュニケーション・サービスは，世界中で多くの利用者
を獲得し，新しい情報普及 (information diffusion) のインフラとして注目されて
いる。
本稿では，このようなツイッターというメディアを，ニュースの送り手であ
る報道機関がどのように利用しているのか，そして，一般の利用者はニュース
として伝えられた出来事をめぐって，このメディア上でどのようなコミュニケ
ーションを行っているのかを，実際のツイートの内容を具体的に取り上げなが
ら，把握してみようとしているのである。それによって，既存のニュース普及
過程研究においては，まだ十分に調べられていないソーシャルメディアの役割
について理解を深めることを目指している。
社会イノベーション研究 ２０１３年１１月１７日掲載承認
第９巻第１号（１－１６）
２０１４年３月
ツイッター (Twitter) 上におけるニュースを
めぐるコミュニケーション
李 光 鎬
― ―１
ニュースを知った後，人々はそのニュースについて他の人々と様々にコミュ
ニケーションを行うことを，これまでのニュース普及過程研究は明らかにして
いる。あるニュースで取り上げている出来事のニュース価値が大きければ大き
いほど，ニュースをめぐるコミュニケーションはより多く発生し，ニュースの
普及が速く進むこともいくつかの先行研究により示されている。また，人々が
なぜニュースについて他の人々とコミュニケーションを行うのかについても，
情報的動機や情緒的動機などを含む様々な動機がすでに調べられてきた（青池，
2012）。
しかし，具体的に人々の間で，ニュースをめぐってどのようなコミュニケー
ションが行われているのかについては，これまで必ずしも詳しく調べられてい
ないし，さらにそれが近年ますますニュース・メディアとしての存在感を高め
ているインターネット上の様々なサービスにおいてどのようになされているの
かについては，まだほとんど研究が行われていない状況にある。海外の研究者
の間でも，特にツイッターにおけるニュースや情報の普及については，計量的
なネットワーク分析や情報処理技術的な分析も含め，最近多くの注目が集まっ
ているが (Kwak et. al., 2010: Lerman & Ghosh, 2010: Yang & Counts, 2010)，ニ
ュースをめぐってなされている実際のコミュニケーション行為についての分析
はあまり見当たらない。
若年層のニュース接触行動を日記式調査で調べた鈴木 (2012) によれば，ニ
ュース接触のかなりの部分が，ポータルサイトや新聞社などのウェブサイト，
SNS サービスなどにおいて行われている可能性が示唆されている。また志岐
ら (2012) の調査では，国内の事件・事故について一番初めに知るメディアと
してすべての年齢層で「テレビ」を挙げる人が最も多かったが，２位にはポー
タルサイトが入っており，３番目としては，特に１０代の回答者において「SNS
のニュースやコメント」が多く選ばれていることが報告されている。ニュース
の普及過程において，ポータルサイトや SNS サービスなどのインターネット
上のニュース・メディアがどのような役割を果たしているかに注目した李・鈴
木 (2013) の研究では，最初情報源としてポータルサイトが一定の比重を占め
ていることが明らかにされるとともに，他の人々とニュースを共有するメディ
アとして，まだその比率は小さいが，SNS サービスなどが利用されているこ
とが示されている。Fortunati et. al. (2013) の調査によれば，フランス，イギリ
ス，ドイツなどヨーロッパの国々においても，紙媒体の新聞には及ばないが，
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６５才未満の全年齢層で４０～５０％強の人々がオンラインでニュースを見ている。
このような状況の中で，ニュース普及過程を構成する２つの下位過程，すな
わち，報道機関から人々へニュースが伝えられるマス・コミュニケーション過
程と，人々の間でニュースの授受がなされる対人コミュニケーション過程の両
方を包摂するプラットフォームとしてその利用が拡大しているツイッター上で，
報道機関を含む様々な利用者が，ニュースをめぐってどのようなコミュニケー
ションを行っているのかを検討してみることは，今日におけるニュースの普及
過程を理解する上で必要な作業であると考える。
２． 方法
本稿では，すでに李・鈴木 (2013) においてその普及過程が調べられている
「金正日死亡のニュース」を題材とし，そのニュースが伝えられた２０１１年１２
月１９日にツイッター (http://twitter.com/) に書き込まれたツイートのうち，「金
正日」というキーワードを含むトップツイートを分析の対象とする。トップツ
イートとは，リツイートやお気に入り登録された回数が比較的多い，相対的に
多くの利用者に読まれた可能性のあるツイートとしてツイッターのシステム側
が検索の際に選び出すものであるとされている。ニュースをめぐって展開され
るコミュニケーションに注目するという本稿の目的から，すべてのツイートで
はなく，ツイッター利用者の間でより多く転送され，読まれた可能性の高いト
ップツイート（以降においてはただツイートとのみ記す）を対象とすることが
妥当であると考えた。
下の図は，金正日死亡のニュースが伝えられる２日前の１２月１７日から翌年
１月初めにかけての「金正日」というキーワードを含んだツイートの件数およ
びその推移を示したものである。死亡の報道がなされた１２月１９日以前の数日
間においては，「金正日」というキーワードを含むツイートはほとんどなかっ
た。１７日５件，１８日７件と非常に少なかったのである。それが，１９日には
１，０３８件と爆発的に増え，２０日３８９件，２１日１９０件，２２日１２３件と減少して
いき，１週間後には１００件を下回るようになっていく。その後もある程度の数
のツイートは継続的に投稿されているが，かなり件数が下がってきた１月５日
までのツイートを全体として集計してみると，全体の４割近くは，死亡のニュ
ースが伝えられた１９日の当日に投稿されており，半分以上が１９日と２０日の
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２日間に書き込まれている。また２２日までの４日間の投稿で全体の６５％，２５
日までの７日間で７５％強くらいになっていることが分かる。すなわち，ニュ
ースが伝えられた当日やその後の数日間において，集中的にそのニュースにつ
いてのコミュニケーションがなされていたという特徴を指摘することができる
のである。
それでは，金正日の死亡のニュースをめぐり，ツイッター上ではどのような
コミュニケーションがなされたのであろうか。以下においては，具体的なツイ
ートの内容に言及しながら，その様相を見ていきたい。
３．「金正日死亡のニュース」をめぐるコミュニケーション
（１） ツイッター上におけるニュース報道
北朝鮮の金正日総書記が２日前の１２月１７日に亡くなっていたというニュー
スが日本の報道機関によって伝えられ始めたのは２０１１年１２月１９日（月）の
正午を過ぎた直後であった。しかし，ツイッター上では，その報道がなされる
だいぶ前から，金正日氏の死亡を推測する書き込みがなされていた。例えば以
下のようなツイートが当日の午前中から投稿されていたのである。
「北朝鮮で正午より特別放送予告。金正日，死んだか？ (−_− )」１１：２２
「北朝鮮の金正日氏死んだ？！ 金日成氏の死んだ時と同じ言葉，特別放送！」
１１：２８
図．「金正日」を含むトップツイートの数の推移
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「金正日が死んだとかそれっぽいよな」１１：３０
かねてから度々健康悪化説が伝えられていたこともあり，「特別放送の予告」
という異常な事態を思わせる動きから，このような推測ができたのであろう。
ある出来事の展開を注意深く追っている人々は，たとえ小さな異変であっても，
それを手がかりにして出来事の推移を自分なりに推測し，そしてそれを周りに
伝える行動を行っているのかも知れない。
ツイッター上で最も早く金正日氏の死亡の情報が発信されたのは１２時０２分
で，ある利用者によって書き込まれた「金正日死亡との報道」というツイート
であった。報道機関の公式アカウントによってツイッター上にこのニュースが
伝えられたのはそれから１分後で，「朝日新聞国際報道 (@asahi_kokusai)」と
いうアカウントによって書き込まれた「速報です。朝鮮中央テレビは，金正日
総書記の死亡を伝えました。」というものであった。ほぼ同時刻に，「朝日新聞
東京報道編成局（コブク郎）(@asahi_tokyo)」も「北朝鮮の金正日総書記が亡
くなったそうです。」と発信している。どれもその記事が載っているウェブペ
ージの URL が付記されていないのを見ると，自社サイトに掲載したニュース
に誘導するためのものではなく，ツイッターをそのまま「速報のメディア」と
して利用したものと見られる。ウェブページに記事として掲載するには，ツイ
ッターで発信する以上の時間がかかるため，まずはツイッター上で第１報を伝
えようとしたのかも知れない。
「朝日新聞国際報道」のツイートは，１１，１２０件，「コブク郎」のツイートは
８８４件リツイートされた。これらのツイートをリツイートした朝日新聞国際報
道やコブク郎のフォロワーたちのフォロワーの数を考えると，このニュースは
ツイッター上の広範囲に瞬時に広まったものと思われる。もちろんそれらのリ
ツイートされたツイートが実際にどれくらいの利用者の目に止まったのかは分
からない。
１２時０５分には「日経ったー (@nikkeiter)」が「【特報】金正日総書記が死去」
という内容でウェブ上の記事ページの URL 付きで発信し，「朝まで生テレビ！
(@asamadetv)１２：０５」，毎日新聞社新媒体開発部の公式アカウントである「毎
日 RT (@mainichiRT)１２：０９」，「日本経済新聞 電子版 (@nikkeionline)１２：１５」
からの発信が続いた。
報道機関による速報に混じって，テレビ放送からこのニュースを知ったとみ
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られる個人による発信行動も多くなされていた。それらのツイートには「【速
報】金正日，死去 NHK より」や「金正日死亡と北朝鮮発表 ＠NHK」など
のように，情報の出処を明らかにすることで，情報の信ぴょう性を主張する書
き方が用いられているものも多い。さらには，テレビニュースをそのまま「実
況」する書き込みも見られた。
北朝鮮中央テレビのアナウンサが泣きながら重大発表をしている「１２月１７日
８時３０分，金正日が亡くなった」ということらしい。（１２：０７）
また，時間が経つに連れて報道機関の情報をリレーするだけでなく，一般の
利用者が投稿した情報をリツイートすることも増えていった。
１２時１０分を過ぎた頃になると，報道機関のウェブサイト上に記事が掲載さ
れ始め，単に情報源を示すだけでなく，その URL を付記するツイートが多く
なる傾向があった。
「朝日新聞国際報道」は，１２時１３分に，「現地指導の際に過労のため列車内
で死去した」との続報を発信しているが，ここにも記事ページの URL は付記
されていない。やはり，新しく入手された情報をいち早くツイッター上で速報
として報道しようとしていたものと見られる。このツイートは１，７５５件リツイ
ートされた。
その他に，１９日の１日の間，朝日新聞に関係するアカウントからポスティ
ングされたツイートは，表にある１２件である。「朝日新聞国際報道」からのも
のが８件と多いが，「朝日新聞東京報道編成局」から２件，そして「朝日新聞
官邸クラブ」からも２件が投稿されている。「朝日新聞国際報道」は，出来事
の展開を追いながら，１２：０２，１２：１３，１２：２５，１２：４１と，最初は短い間隔で，
次々に速報を行っているが，その後は記事ページの URL 付きのツイートを，
徐々に時間間隔を広げながら，１３：２９，１３：４４，１６：３０，１８：３６，２３：５２にそれぞ
れ投稿していて，速報から，記事ページへの誘導を兼ねた報道へと移行してい
ったことが分かる。
意図していたかどうかは定かではないが，朝日新聞関連の各アカウントは，
投稿するツイートの内容において役割分担をしているようにも見受けられる。
表に示している通り，東京報道編成局の「コブク郎」は，出来事の情報ではな
く，号外を配る予定であることや，実際に配られた号外の画像などを投稿して
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おり，「官邸クラブ」は，紙面の記事として報道される前の，現場で取材した，
編集前のいわゆる「生」の情報を投稿しているのである。「官邸クラブ」のこ
のような内容のツイートは，テレビの生中継に似たものであるともいえ，ツイ
ッターというメディアの特性を活かした新しい報道行為として注目される。さ
表 １２月１９日に投稿された朝日新聞関連のアカウントからのトップツイート
アカウント ツイートの内容 投稿時刻
朝日新聞国際報道 速報です。朝鮮中央テレビは，金正日総書記の死去を伝えました。 １２：０２
朝日新聞東京報道
編成局（コブク郎）
北朝鮮の金正日総書記が亡くなったそうです。 １２：０２
朝日新聞国際報道 朝鮮中央通信によると，金正日総書記は１７日朝８時半，現地指導の際に過
労のため列車内で死去したとのことです。６９歳でした。
１２：１３
朝日新聞国際報道 朝鮮中央テレビで金正日総書記の死去を伝えたのは，１０月下旬以降姿を見
せなかったリ・チュンヒさんだったように見えました。黒いチマ・チョゴ
リに身を包み，沈痛な面持ちでした。
１２：２５
朝日新聞国際報道 朝鮮中央通信は，金正日総書記の後継者として，三男・金正恩氏の名前を
報じました。
１２：４１
朝日新聞東京報道
編成局（コブク郎）
まもなく有楽町，新橋などで号外を配ります。RT @asahi_tokyo: 金正日総
書記死去。アップされました。http://t.asahi.com/4ymv
１３：１８
朝日新聞官邸クラブ
総理番さわ
金正日氏の死去をうけ，官邸ではさきほどまで安全保障会議がひらかれて
いました。まもなく官房長官会見です。
１３：２７
朝日新聞国際報道 金正日総書記の死因について，朝鮮中央通信は「度重なる精神的，肉体的
な過労により，急性心筋梗塞が発生し，心臓性ショックが併せて起きた」
と伝えています。
１３：２９
朝日新聞国際報道 金正日総書記の死去を受けて，韓国が，国家安全保障会議を緊急招集しま
した。情勢の流動化に備えるためです。http://t.asahi.com/4yp8
１３：４４
朝日新聞東京報道
編成局（コブク郎）
金正日総書記死去の朝日新聞号外（手前）と夕刊です。http://ow.ly/i/nPhd １４：２９
朝日新聞官邸クラブ
総理番さわ
北朝鮮の朝鮮中央放送が金正日総書記死去を伝える番組を始めたまさにそ
の時，総理は新橋での街頭演説に向かうべく，官邸を後にしました。演説
予定を取りやめ，官邸に戻ってきたのは９分後。死去の情報が入っていな
かったことの証左になってしまいました。
１４：５０
朝日新聞国際報道 平壌市民が金正日総書記の死去を聞き，金日成主席の銅像に集まって涙を
流していると，朝鮮中央通信が伝えています。同通信は「将軍様の愛がな
くなった我が生活を，誰が一度でも想像していただろうか」とコメントし
ました。http://t.asahi.com/4yr5
１６：３０
朝日新聞国際報道 あの一報が入ってきたときの野田首相の動きです：RT @asahi_kantei: 北
朝鮮の朝鮮中央放送が金正日総書記死去を伝える番組を始めたまさにその
時，総理は新橋での街頭演説に向かうべく，官邸を後にしました。演説予
定を取りやめ，官邸に戻ってきたのは９分後。
１７：１５
朝日新聞国際報道 金正日総書記の死去に伴い，２２日から北京で開かれる見通しとなっていた
米朝核協議は延期される見通しです。２８日の葬儀を終えるまでは，北朝鮮
全体として喪に服するとみられます。http://t.asahi.com/4yte
１８：３６
朝日新聞国際報道 米韓の外相が電話で協議し，金正日総書記の死去を受けて，緊密な協力態
勢を維持していくことを確認しました。日本の玄葉外相はちょうど訪米中
で，まもなくクリントン国務長官と会談します。http://t.asahi.com/4yz4
２３：５２
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らに面白いのは，このような「官邸クラブ」のツイートを，「朝日新聞国際報
道」がリツイートしていることである。紙で発行された号外の紙面の画像をツ
イッターに投稿したこともそうであるが，ツイッター上で，同じ報道機関の複
数のアカウントが，多角的に連携しながら一連の情報を広めていく送り行動が
見られたのである。
（２）「アンビエント・ジャーナリズム」(ambient journalism)
本稿の分析対象となったツイートの投稿者（アカウント）は，報道機関名の
アカウントの他に，個人名を直接名乗っているアカウント，そして人名とも団
体・組織の名前とも判断されない，いわゆるハンドル名を使っているアカウン
トの３つに大きく分かれている。そのうち，実在していると思われる個人名を
直接名乗って書き込まれたツイートには，ニュースについての解説や北朝鮮お
よび東アジアの今後を展望する内容のものが多数見られた。そのようなツイー
トを行っていたアカウントの中には，以下に引用するような，知名度の高い有
識者やジャーナリストを名乗る人がかなり含まれている。彼らは，それぞれが
標榜する専門性の観点から，このニュースの持つ意味や今後の展望について意
見を述べていた。
内田樹
北朝鮮の金正日主席死去。ビンラディン，カダフィに続いて２０世紀型「指導
者」が姿を消しました。カリスマ的リーダーの特徴は能力の高い後継者の育成
に失敗することです。構造的に失敗する。組織内には自分より無能な人間しか
いないことが独裁的な指導体制を正当化するわけですから。１２：２８
小川和久 軍事アナリスト
後継体制安定のためのレール敷設に身体を酷使していたようです。心筋梗塞だ
そうですが，１度，脳疾患で倒れた身体ですから，限界だったのでしょうね。
１３：４６
有田芳生
メディアは三世代世襲と報じるが誤り。金日成から金正日は外形的には世襲だ
が，厳しい権力闘争を勝ち抜いての結果。金正恩後継は文字通りの世襲。なん
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ら政治的成果をあげていないのだから軍部を中心とする支えが焦点。拉致問題
についての「小さな春」が引き継がれるのかどうか。来春までに注目。２３：００
小川一 毎日新聞東京本社編集編成局長
金日成は息子がかわいいから金正日を後継指名したのではなく，自分の死後，
権力闘争で国内が分裂するのを怖れたためと言われる。血脈を利用するしかな
かった。金正日もおそらく同じ理由で息子を後継者した。しかし息子の権力基
盤はないに等しい。北朝鮮で後継をめぐる闘争が起き分裂が始まると大変だ。
１２：２９
彼らがこれらのツイートを書き込んだ２０１１年１２月１９日の時点で，どれく
らいのフォロワーを持っていたかは確認することができないが，この論文を書
いている時点でのフォロワー数を参考までに示すと，内田樹は１１５，４５６，小川
和久４５，４３４，有田芳生７１，０９７，小川一９，６８０などとかなり多い。当時は今よ
りフォロワーの数が少なかったかも知れないし，逆に多かった可能性ももちろ
んある。ただ，現在のフォロワー数から見て，当時もかなり多くのフォロワー
を擁していたであろうと推測される。もちろん彼らのフォロワーの全員がこれ
らのツイートを読んだのかどうかは分からない。しかし，おそらくかなり多く
の人々にこのようなツイートが読まれた可能性は高いと思われる。小川和久や
有田芳生のツイートはそれほどでもなかったが，例えば，上記の内田樹のツイ
ートは１，２０８件もリツイートされ，４５６アカウントにお気に入り登録されてい
るのである。既存の報道においても有識者の解説や意見，今回のようなニュー
スであれば特に北朝鮮専門家のそれが頻繁に取り上げられ，伝えられるが，ツ
イッター上ではそれとはまた別に様々な分野の有識者などによるニュース解説
や意見，または単なる感想などが広く流通していたことになる。
報道機関のジャーナリストを名乗るアカウントから，報道機関の報道として
なのか，ジャーナリスト本人の個人的な見解としてなのかがはっきりしない形
でツイートが書き込まれていることも，ニュース・メディアとしてのツイッタ
ーの新しい側面を表している。これが報道機関としての報道行為の一環であれ
ば，既存の報道チャンネルを補完するものとして位置づけることもできるが，
もしこれが個人の活動ということになれば，報道機関に属するジャーナリスト
とオーディエンスが，その報道機関のメディアとは別の公のメディア上で直接
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繋がり，情報のやりとりをしていることになるからである。
個人名を挙げて行われていたツイートの中で，もう一つ注目すべき意味を持
っていたと思われるものは，「片山さつき」というアカウントからのツイート
である。このアカウントは，ツイッター本社によって自民党の参議院議員であ
る片山さつき氏本人のものであることが認証されている。片山さつき氏のツイ
ートは，６件が１２月１９日から２０日にかけての検索結果に含まれていた。そ
のツイートの一部は以下のような内容のものである。
ソウルでも金正日死亡報道。今，三十八度線から遠くないイムジンガ公園にい
ます。１２：０８
片山さつき Official Blog：金正日死亡発表直後の北朝鮮を望む，背景は自由の
橋，人影は全く見られない http://lb.to/sFFkmX １２：３４
ソウルのテレビは金正日死亡特集一色。今の所，ソウル市内交通規制はなし。
一見平静１４：１０
金浦空港。昨夜第一外務次官は，我々との会合，最後まで出席。金正日の死亡
を２日も知らなかった政府の危機管理能力の無さが批判されはじめている。米
国も知らなかった可能性。２０日０７：２１
片山さつき氏が直接書き込んだような文体のこれらのツイートは，片山さつ
き議員がその日ちょうど韓国を訪れていて，ソウル市やイムジン江公園などで
直接見聞きしていることを，まるで報道機関の特派員がそうするように，刻々
と伝えているというものである。それはただ単に観光で訪れた人が伝えている
ものとは違って，かなりの重みを持った情報として受け止められていた可能性
が高いと思われる。
Hermida (2010) はツイッターによって，身近な至る所でジャーナリズムの実
践が行われるようになったことを「アンビエント・ジャーナリズム」(ambient
journalism) という表現で指摘している。すなわち，多くの人々が多くの人々に
アクセスできるツイッターというサービスの登場によって，これまでは報道機
関のジャーナリストに限定されていた報道行為が，一般の人々においても行え
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るようになったこと，そして，それを既存の報道機関が部分的に自らの報道に
利用し始めていることなどの変化を捉えた指摘なのである。
ニュースについての解説や意見を公に表明することも，ある意味においては，
ジャーナリズム実践であるといえるが，現在発生している出来事や状況につい
てのタイムリーなレポートの形をしている片山さつき氏のツイートは，
Hermida (2010) のいう「ジャーナリズムの偏在化」を印象づけるものであった
といえよう。
（３） ニュースをめぐる遊戯的コミュニケーション
金正日死亡のニュースをめぐるツイッター上におけるコミュニケーションの
中で，最も特徴的であると思われるのは，ニュースに関連して面白いジョーク
を言う行為である。これには，「金正日「ずっと書記だったんだぜ？」（１２：０７）」，
「金正日総書記が死んだのは発売日に購入した PS Vita のバグがあまりにもひ
どかったからそのショックでだろうな……」（１２：１２），「金正日が実際に死んだ
のは２ヶ月前で，アナウンサーおばさんはこの間ずっと特別放送の練習をして
いたんじゃ…（１２：２９）」などのように，金正日個人を戯画化するものや嘲るも
のが多く，死亡が伝えられた直後から書き込まれ始めていた。
金正日や北朝鮮に対する書き手の嘲笑的，嫌悪的態度，さらには，多くの読
み手との間でそのような態度を共有しているという想像が，このような遊戯的
コミュニケーションを可能にしていると思われる。そのようなことが前提とさ
れないニュースについて，このような遊戯的コミュニケーションを行うことは，
いわゆる「炎上」という集中的な批判に会う危険性があろう。実際にそのよう
なことを指摘する書き込みも見られた。
（地震をネタにすると不謹慎だと言われるのに金正日死亡をネタにしても怒ら
れないのはなんかおかしい気がする…）２３：０３
他にも「金正日万歳！」を制限文字数いっぱいに書き続けているものや，笑
っていることを表す w という文字を書き連ねているもの，そして論文に引用
するには不適切な卑属表現などを w という文字と一緒に書き込むツイートな
どが見られた。さらには，次の例に見るような，まるで短いコントの台本みた
いなものまで投稿され，登場人物など細部において改訂を施されたいくつかの
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異なるバージョンが繰り返し投稿される現象も観察された。
カダフィ「金正日，お前もやられたようだな」
ビンラディン「ククク…貴様は我らの中でも経済的に最弱」
カ「地獄の沙汰も金次第なのにチョコパイ持参とは悪の枢軸国の面汚しよ…頂
くか」
ビ「カダフィくん顔にチョコ付いてる～」
カ「え～やだ～／／／」
金「（帰りたい…）」１２：３５
金正日死亡のニュースに関連してツイッター上に投稿された遊戯的なコミュ
ニケーションの中で最も頻繁に書き込まれていたのは，次のようなものであっ
た。
NHK「金正日が…」日テレ「金正日が…」TBS「金正日が…」フジ「金正日
が…」テレ朝「金正日が…」テレ東「スープは醤油ベース！はたしてお味のほ
どは！」１２：１４
日テレ「金正日氏が死去…」フジ「１７日北朝鮮の金正日総書記が…」テレ朝
「金正日総書記が死去…」TBS「北朝鮮の金正日氏が…」テレ東「見て下さい
この贅沢なカニ！！」１２：１５
おいなんでテレ東だけが金正日死去特番組んでるんだよ。逆だろ逆２２：２１
このようなツイートは，金正日死亡のニュースが伝えられた直後から現れ始
め，１日中テイムラインを賑わせた。多くの利用者が，まるで流行りの遊びの
ように，ぞれぞれの時間帯にテレビ東京が放送していた内容の一端を捉えては，
テレビ東京だけがこのニュースを伝えることをせず，通常の番組を放送してい
るかのような見立てで，次々と定型化された書き込みを連鎖的に行っていたの
である。その数は，トップツイートに含まれているものだけで，１２０件を超え
ている。いまトレンドになっていることに関心を示さない無頓着さ，そしてお
そらくその無頓着さの背景になっているであろう，テレビ東京の「弱さ」を嘲
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るジョークといえるが，利用者たちは，このようなメディアの送り行動を話題
にしながら，ツイッター上のコミュニケーションを楽しんでいたように思われ
る。そしてこのようなツイッター上の盛り上がりは，翌日，ツイッター関連の
別のサービスによって，次のように記録され，見ておくべき面白いコンテンツ
として，振り返って，繰り返し楽しむ価値のあるコンテンツとして，留められ
たのである。
いま話題になってるみたいだよっ「北朝鮮の『金正日総書記の死去』程度では
動じないテレ東の安定っぷりネタまとめ」 http://togetter.com/li/229661 １２月２０
日８：１４
一方で，このような遊戯的コミュニケーションの裏に，このニュースは，通常
の番組を中止して，長い時間をかけ，特別に放送を行うだけのニュース価値が
あるのだという判断が前提されていることも見逃せない。そのようなニュース
価値判断の共有，そして，そのニュース価値にふさわしい報道行為についての
暗黙の認識の共有があって初めてこのようなジョークが，集合的なレベルで意
味を持ち，笑いを誘い，楽しい経験になるのであろう。
４． 考察
本稿における探索的な分析から，ツイッター上で行われているニュースをめ
ぐるコミュニケーションの一端について，いくつかの発見があった。まず，ニ
ュースをめぐるコミュニケーションの発生パターンであるが，当該のニュース
が伝えられた当日を中心に，２～３日という短期間で爆発的に発生し，急速に
収束していく過程が観察された。幾分衝撃的なニュースであったことがこのよ
うな発生パターンを作り出している可能性もあり，他のニュースにおいてさら
に検討する必要があるが，異なるニュースが連続して伝えられる状況の中で，
ある特定のニュースに対する関心，そしてそのニュースをめぐるコミュニケー
ションは，それほど長く続いていくものではないのかも知れない。
報道機関は，ツイッターを「速報のメディア」として利用しており，出来事
の展開に合わせて，随時，頻繁に，続報を行っていた。今回，分析の対象とし
たニュースが，隣国の政治指導者の死亡という比較的大きなニュースであった
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からかも知れないが，ニュースの報道は，ある出来事に関するすべての事実が
一回の報道にまとめられて伝えられるのではなく，メディアの特性に応じて，
次から次へと関連する新しい事実が連続して伝えられる形でなされることもあ
るということである。ニュースの普及過程はこのような一連の関連した報道が，
連続して起こる波紋のように広まっていく過程としてイメージこともできるか
も知れない。その中である人はその一連の関連した情報のすべてあるいはほと
んどを知ることになるのに対し，ある人はその一部の情報にしか接触しないと
いうことも当然起こりうるであろう。普段のメディア利用行動の違い，出来事
に対する関心度の違いなどの様々な要因によって，一連のニュース報道に関す
る知識格差が生まれている可能性があるのである。
報道機関によっては，一つの代表的なアカウントによって一律の統一的な報
道を行うのではなく，部門ごとにそれぞれアカウントを用意し，その部門で伝
えられる情報を適宜書き込んでいく「分散型の報道」がなされていること，そ
してそのアカウント同士が，ツイッター上でお互いの情報を引用し，協同して
いることも確認された。このようなことは既存の報道行為とは異なる新しい動
きとして注目する必要があるのかも知れない。
様々な専門性を持った人々が自分の名前を掲げ，ニュースについての解説や
展望，感想，そして付加的情報を，ツイッター上に投稿していることが確認さ
れた。報道機関に限定されない形で，多くの「有識者」の，ニュースについて
の様々な意見に接触でき，場合によっては彼らと対話もできるということは，
これまでにも不可能ではなかったにせよ，日常的にはなしえ難かったことなの
かも知れない。これらの「有識者」の中には，報道機関のジャーナリストや政
治家なども含まれ，それぞれの職務から得られる一次情報が，そのまま一般に
公開される可能性も十分に考えられる書き込み行為が観察された。
ニュースの内容に関連したジョークを言ったり，ニュースの関係者を嘲笑っ
たりするような遊戯的コミュニケーションは，ツイッター上で行われているニ
ュースをめぐるコミュニケーションの中で最も特徴的なものであった。主にハ
ンドル名を使用し，匿名的な形でツイッターを利用しているアカウントにこの
ようなコミュニケーション行為が多く見られた。実際には，日常的な対人コミ
ュニケーションにおいても，このような遊戯的コミュニケーションは頻繁に行
われているのかも知れないが，匿名的なコミュニケーションが可能な空間であ
るだけにさらに表面化しやすくなっているのであろう。または，笑いを誘う面
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白いツイートを書き込み，他の利用者にリツイートされたり，お気に入り登録
されることが，そしてその結果としてフォロワーが増えることが，ツイッター
の利用者にとっては報酬的に感じられているということも（柏原，2011），こ
のような遊戯的コミュニケーションが助長される要因の一つなのかも知れない。
しかし，ニュースの内容によっては，遊戯的なコミュニケーションが規範的に
抑制される状況も十分考えられる。本稿で確認した他のコミュニケーションに
ついてもそうであるが，様々な内容のニュースにおいて遊戯的なコミュニケー
ションの発生がどれくらい普遍的見られるのか，さらなる検討が求められる。
今回は，ニュースをめぐって具体的にどのようなコミュニケーションがツイ
ッター上で行われているのかを，探索的に，発見的に，記述的に調べることに
力点をおいた。どれくらいの参加者が，それぞれどのような内容のツイートを
どれくらい書き込んでいるのか，ある一つのツイートは，どのようなネットワ
ークの経路を辿り，どれくらいの時間でどの範囲にまで広まるのかなど，より
量的な計測によって明らかにされるべき課題はそのまま残されている。ニュー
ス普及のインフラとしての，そしてニュースをめぐるコミュニケーションの場
としてのツイッターの可能性に注目し，それにおけるネットワーク構造やコミ
ュニケーション行為を分析するための様々なツールや方法の開発も進められて
いるので (Bruns, 2012)，今後はより全体的で，構造的な側面も含め，ニュース
の普及過程におけるツイッターの役割を明らかにしていくことが期待される。
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